
１　これまでの主な経営健全化の取組

２　料金回収率向上に向けたロードマップ

３　業績目標

４　進捗管理と経営指標

赤穂市水道事業経営戦略ロードマップ

　料金回収率について、一時的な低下は避けられず、令和１３年度以降の料金改定等（改定率５

０％）を想定した数値を下表に掲記している。なお、令和７年度から令和１２年度までの供給単

価については、給水収益の予測値を算出するにあたり前回経営戦略策定時の65.15円を採用してい

る。

　経常収支比率が１００％を超える安定的な事業運営を目指す必要があるが、上記「３業績目

標」に記載した供給単価では、令和１６年度の経常収支比率は９３．８％にとどまる。本経営戦

略については、毎年度決算時に検証・見直しを行うとともに、「赤穂市上下水道事業在り方検討

委員会」においても検証・評価を行う。また、本経営戦略は、５年に１度（次回は計画期間の中

間年度である令和１２年度）改定を行う。

令和８年３月策定

赤穂市水道事業

　赤穂市水道事業は、これまで水道施設整備において管路や施設の更新時期の適正化や、機械・

電気設備の長寿命化に配慮しつつ事業を行ってきた。一方、更新すべき管路・施設は増加する見

込みで、引き続き効率的かつ効果的な整備を行うとともに、財源確保が必須となっている。

　水道事業は令和８年度以降、事業所の撤退や事業休止により大幅な減収が見込まれ、同時に資

本的支出は、令和８年度から令和１１年度にかけて施設更新工事を控え、料金回収率の悪化が見

込まれている。今後も料金回収率を可能な限り維持できるよう、料金改定に向けたロードマップ

を以下のとおり示す。
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